
田　行　事　案　内

◇　布旛弁天付近探鳥会

月　日　5月9日（巳）

集　合　北柏靡改札口　午前8時．

串　当　畑　最長・石戸

案　内　北柏釈一布施弁天一付近湿地一土

谷善一我素子駅。正午頃解散の予定ですが軽

食持参とLtす。

チュウシャクシギ、⊥ナタロ、アマサギ等

が布璃弁天付近の湿地帯で嶺穿てきます。

◇　愛鳥週間の集い

月　日　＿5月18日（E）

会場等　改孫子中央公民館　午后1時上♪

催
幕
映
∵
会

午后4時まで。

物‾講演と■スライド：

師　笹川昭雄氏（山階鳥類研究所）

画　自然を護る人々、他

員　青田幸久氏

中村義郎氏
）両氏の作品

（衣弟子の自然が沢山でてきます、

その他会場では鳥の写真の展示、鳥

の声の録音もきかれます。）

鼓が、我孫子野鳥を守る会は、第50厄日

のバード．ケイークにあた少、愛鳥の集いを

催すことができるエうに成長しました。あり

がたいことです。一

会点の方々はもと上少、会員外の方でも野

の烏たちに興味をおもちの方、自然な大切に

したいと思っておられる方、どうぞ、おでか

け下さい。おまちしております。

◇　谷津干潟探鳥会

月　日　5月25（日）

集　合　我孫子駅南口階段上　午前8時

扱顔　当　高凄、青田、畑

交通機関我孫子一拍（国電）■柏⊥船橋（東

革）船種－センター嵐等場前（京成〉鼠馬前

一芸松団地いバス〕切符は各自買って下さレ。

往復8D OR以内

案　内　谷津干潟は、春秋の渡カの季節に

多くの馬連が、この干潟を中継地として、南

から北へ、北から南へと渡ってゆく。今頃は

北へ向うシギ．チトーリ遠の最後の辞に会える

頃だ。シ′ロチドリの大欝にでもぶつかったら

みものだ。

今も、この干潟を壁立から守るため、多く

の入違が多舞モ通勤をつづけている。一人で

も多くの人達が、この干潟の重要性を認めて

下さる上う。是非参加して下さい0

◇　声の仏法憎を訪ねて

木簡湖探鳥会

月　日　d月5・‘F（土・日）雨天決行

集　合　午前9時　玩弄子中央公民館前

担　当　坂巻、畑、　渡辺、高橋＼石戸

交　通　貸切バス利用

費　用　概算8．ロqD円（パス・宿泊代共）

出発するとき集めますが、あまカましたら

清算の上、封遷しいたします。

定　員　25名。・渡辺室長宅へ申し込んで

下さh。．先着25名で〆切座す。■

会長宅電話　0471⊥82－0521

宿　泊・精神郡近く音大ケ原の樹海の中に

ある、民宿「やせだと由‾（朝射、鳥の声が
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いっぱいです）18　055587－2408。

持物等　5日の昼食弁当。宿で夕食後、パ

スで木桶湖畔に行き、声のブッポウソウをき

きますので、ち▲つとした防寒具を用意して

下さh。はきものは運動靴程度のもので可8

その他、顎努用具。（双既葬のない方は、

会にある双眼鏡をお貸しレ、たしますので参加

申込みの際申伝え下さレ㍉

儀中電灯が参れば便利です。

案　内　富士の嬉野に広がる原生林と湖へ

声の仏法僧をきく探鳥会です。

鼓芥子では味わえないタロ、■′タさ．ミソサ

ゲイ．＝・＝川‥‥等のコーラスと山の景色を

楽しみ、夜はコノハズク．トラツグミ．ヨタ

カの声音ききます。

とても素顔らしいところです。壬日当幹事は

十分滴足して頂けるような行程を費えてかわ

ます。

◇　笹　川　探　鳥　会

月　日　d月15日（日）

集　合　午前8時、我孫子罰改札口

担　当　青田　飯泉　山崎

交　通　我孫子一成臼一笹川

（径窃900円位）

案　内　我孫子駅8時14分成田行乗車

＿　笹川罰着9時57分、

利根川付近のアシ原でコジ1リンを主体と

した探鳥です。〈日本でも数少ないコジ1リ

ンの繁殖地です。）

その他水辺の鳥が見られます。昼食持参の

こと。

・・言立て・．

一・・2－

△　行　事　報　告

．．・△　狭山湖探鳥会く含多摩湖）

（2月22・日）暑

く認めた鳥＞　ホオタロ，シソ1ウカラ．

・ツグミ．キジバト．ハシポソガラス．ヒヨト‘

リ．コサギ．スズメ．モズ．カワラヒワ．タ

ヒノくり．ミコアイサ．カイ小′プリ．マガモ，

カルガモ．オナガガモ．コガそ．ヨシガ壬．

ヒドリガそ．ハシピコガ毛．キ／クロハプロ

（以上21種）

＜参加者＞

渡辺政江　深谷幸枝　布勢むつ子　橋本え

い　金井　隆　白羽たかぷみ　三神鵜苫　三

神淑子　志田十九次郎　飯長　亡　吉田　昇

（以上11名）

△　手賀沼琴烏会（＿5月14日）

晴れた青空の下、春の碍光をあぴて、市役

所から癌の南貴を北柏進歩きました。

集合地市役所前ではウグイス・が上く囁ずっ

ていました。沼辺のアシの穂先にとまったオ

オジ1リンの頭は黒くな♪はじめていました。

カワラヒワの小群がいくつも琴ず♪ながら

7シ原をまわっていました。

オオバンの弁足がよくみられました。

期待した柏よカの湿地帯はナっかか乾いて

しまってシ車の饗はあカモせんでした。

鳥合せをしていたら、ここでもウグイスが

鳴いていました。

＜認めた鳥＞　カルガモ，コガそ．ハシビ

ロガモ．オナガガモ．オカニ＝／ガモ．カイり

ブリ．オオバン．ユリカモメ．コサギ．ダイ

サギ．、リグさ．タヒバリ．ハクセキレイ．イ

ソシギ．カワラヒワ．オオジムリン．ホオブ

コ．丁オ少．スズメ．′、ソポソガラス．ウグ

イス．ヒ′くり．ヒヨドリ．ムクト●リ．コノユ

ケィ．バン．カツラグカ．キンタロハメロ

（以上28種）



＜参加者＞　玉噂幸二　星野明彦　中　弘

志賀炭詔　書田　＝昇・坂田恭子　願由一樹

片山美佳　反泉　亡　畑　幸正　高橋敏夫

（以上11名）

△　古刹椙周辺探鳥会（3月28日）

前日の天候不順も嘘の様な静かを春の日に

怠れ午前8時50分湖北扉改札口に集合、罰

エカー茄道を称即rlに句町音別根暗に至る○

此処上少竹林の細道を右折し自然林に入った

戟努に先立ち吉日さんり古利根周辺の環境

ヤ、鳥相の説明を受け出発した。

手賀沼と異ク砲床を魚島会であ1カ成果を

期待し七なか■ったが相聞の轟努であるため鳴

声に依る読別を衰えられつゝ．ゆってケと静か

に進払比辺は宅造開発の進む我孫子忙参っ

ては珍しく自然が其倭に残されている貴重を

処だ。ものの芽が吹出ている林を進むと剰樟

川土手の畑地が展開する。

この間、シメ．ノ、クセキレイ・カケス・ピ

ンズィ．と束しい兢努をする事が出来た，山

ひだにそいて北面上少南面へ露点をしっゝ自

然の姿を楽しみつゝ古利根へ戻る。

このコースは距銀の割に秋は栗、萩、亡、

と敦乗にも面白い処だ。そり頃旺移動中の或

いは趣冬準備の鳥がいるに違いない。‾

後半は宅造の進んでいる道を散々重々三原

城址（個人所有地）に至る。

桜の菅が太む無人の庭を借力青葺の粛える

上忙手盛で今日の成果を語合う一時、ウグイ

スが実ととな鳴声を曙かせてくれた○

今直の探鳥会は22種の鳥を親訝したし考

えて居た上月成果の多かった一日であった。

参加富れなかった方々も是非気楽に出かけら

れたらと礪介を鼓してナっ

（中尾周平）

＜認めた鳥＞　⊥クドリ．ヒヨドリ・キジ

′くト．オナガ．ハシポソカラス．モズ．コヂ

1ケィ．ホホジロ．ヒバリ，カワラヒク．カ

ケズ．ウグイス．′、クセキレイ．ピンズイ・ツ

クミ．タヒバリ．ジョウピタ辛．7オ少．メジ

ロ，カンテタカ，シメ．スズメ

（以上22種）

＜参加者＞　吉田　昇　渡辺義雄　木村

稔　村上敬子　達意礪美　柴田満子　中尾康

平　中尾米子　松田幸保　育山一二　志賀鉄

應（以上11名）

○　三谷澄子横のこ逝去左悼む

1月29日突然三谷様の悲しみのしらせを

うけでした。

窪んで去世の辞を捧げです。

明朗托して、温情に満ちた人柄っ会見一同

に親しtれた三谷横。賢婦人でも少、良きか

ぼちゃ1でも参りでした。歯ざれのよい聴明

た言葉軋　今でも耳の臭味に残ってかわ7ナ巾

うけたでわるところに上月ですと、と主人

様が農林省京都在勤中は、日本野鳥の会京都

支部の会員で居られ、辣鳥会は、比叡、生駒、

貪鉛、鞍馬の山々、琵琶湖等、京都府、滋賀

県をお廻カになり、十余年の歳月を野鳥保護

に、ご活見なされた亀。■誠に感謝にたえでせ

ん。

我孫子にか住いになられてからは、10年

のこ様子です。47年表孫子野鳥を守る会に、

と夫妻か掬いで入会され、市内の探鳥会を始

め、印旛沼、古徳沼の白鳥見学等自家用車を

思ってのど努力は、今でも繕い出となって、

居βtす。豊富な知識の持主でございtしたの

合（上わい）82才にして、この世を去ら

れ、かえすがえナも残念です。

2月1日午後5時上カ、と自宅に於いて、

お通夜が行なわれ、幹事一同薫る白菊を捧げ

と冥符をお祈力申し上げでした。

2月2日告別式が東京水道橋湧トリブク神

田教会に於いて行なわれ、高橋敏夫さんと私

が、会を代表して、参列いたしてした。

茸る白花のカーネーションをお供えし、永

－　5　－
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遠に別れのこ挨拶を申し上げてした。

故マリア三谷澄子標　言上うなら。

（渡辺義鷹）

○　三谷さんの想い出

探鳥会の折にはじめてか逢いして三年余力

の短かh交タで、断片的にしか三谷さんを識

る積金があわでせんでしたが、あの明るいお

顔、キピキビとしてユーモナ二に富んだ古語

長男、心豊かな諾からも好かれる方でした。

子供好きでいつの魚島会の折にも子供さん

の中に入って、エコニコしながら説明をして

いらっL中る姿が強く印象に残っていモす。

野鳥に対して全く無智だった私達－どは、野

鳥の名前、生憩、呼声など鶴舟教え．て頂いた

事が今更のように思い出されミサ。その他に

も四季折々の花を咲かせて見せて下さいでし

た。主、世話好きの三谷さん＿のお宅には常に大

勢のお客様が絶えないとも伺ら－ていで」も

そのタフを日常を見用さする度に葦いたタ、

感心した少してhtした。

あんなにか元気だった三谷さ～：－‥…渡辺

卓長さんから貴女の訃をお開きしてもしばら

くは信じられtせんでした。＿今でも重の中か

らお顔を出されて声をかけられる上うな気が

Ltナ○お通夜に伺った時、いつもの如く笑

いかけられるようをか写真に心からさような

らと云った後、私の全身の力が一度に抜ける

ようをショグクを感じでした。人間の生命な

んて⊂んをに拾いものをのかと、自分自身の

虐康に自信を失いかけて居♪tナ。．

趣味でな言った七宝焼の細工物、私もわけ

て頂いたネックレ㌧六・持論をどの楚つか残っ

てhlすが三谷さんの想い出として、永く大

切にしてゆきたいと思ってhtす。七宝焼の

教室を開きたいと御自分の夢を誇られたのも

つh最近の事でしたのに残念でなカモせん。

野鳥を愛し花を愛された三谷さん……　ピ

ー－4－

うぞ安らかに昇天をきって下さい。

御冥福を心からお祈れ1たしてす。

0共に見し椿の重力花ゆらぐ下にはかに逝き

し君をし思ふ

0白き花にかくtれ眠る通夜の夜の君がうつ

しゑに別れを告ぐる

水　痘

◎　市川の行徳人工干潟課烏日記

三神尊書

昭和51年1月1d日（金）晴、暖し、今

日は根が会社を休むので、自動車で深鳥に連

れて行ってくれると訝ってくれた。今年は感

冒で何処へも出かけてないので、喜んで応じ、

会社は休暇をとう、10時妾と5人で、行徳

の人工干帝へ、スズガモを見に出かけた。

先づ宮内庁御猟場正門脇の外家へ案内する。

昨年秋2－5回来た時には、ブイサギの幼鳥

と、パンが10羽前復仇何時でもいたのだ

叫今日は1羽も見えない。自動卓は遠くで

降タたの忙どうしたことだろう。

目的の人工干潟の方へ行く。歩いてhる道

の左側軋10年位前号では釣舟の舟泊タで

あった所で、丁度引潮で干潟把をってhて、

コサギ、ダイサギ、コガモ、ハクセキレイ等

が餌をあさっていた。望遠鏡をこれに卓わせ

て、妻干場にそれぞれの特徴を説明する。人

口干潟の人口水門の所へ来た。然し入口には

今tでにをh大きを鉄の掬がしてあって入れ

なhoよく見ると棚の右端の水路に出張って

いる下の所に、人が出入力して光っているあ

とがある。娘と宴托⊂わがってhたが、なん

とか工夫してそこから入る。

甜相がよく繁茂している広h卸猟場の池の

中にいるオナガガそ、コガモ、′、シビロガそ、

コサギ等を見てからコンクリートの長h堤の

先へ入って行く〇年の広い干潟に、．準もhな

い、5人だけである。静かを風景である。

干海の京間水面には、頭缶、顎、桐は真黒



で、晋は灰色、旗と脇は白く見えるスズガ毒

が、いる佗いるは驚く程いる。望遠東で見る

と、真夏大勢の人々が、混んで、芋を洗って

いる様に見える湘南の海水浴のエうで、詠h

・ているもの、もぐるもの、水浴びするもの、

ねむっているもの等4、その姿は様々で、見

ていて飽きない。1月14日肘朝日新聞京葉

版に、ここにスズガ壬が4万羽もいると、報

じている過少、1，5粁位の南北に細長い水

溜モカにその4万羽のスメガモがギアシソい

る。スメガ壬は群をしていると図鑑に昔hて

あるが、驚きの壮覇である。外にいた鳥とい

えば、コガモ9、′くン1、7オサギ1、空に

トビが1羽飛んでいただけである。

新開に出ていた市川市で建てた2措速の野

鳥綴芽室は、私選がこの干潟に入る時探した

が、見当らなかった。入って見ると西側の達

立地に建ってあク、双眼鏡で野鳥の親労音と

たで書きの看板が日に入った。そこ1で来な

ければ何の案内板もないので判ら遣い。号も

なく1人の青年が私達の所へ来て、棚の外へ

出て欲Lhという。附近の釣は一切禁止であ

少、⊂ゝへ入るの把は鏡野舎の許可を必要と

する標であった。聞くと観官舎の管理人蔓尾

氏であった。

私達は改孫子の野鳥会の着て、入る時嶺穿

合の場所が判らなかった旨を述べた所、我孫

子野鳥会の高橋さんはよく知っているとて、

12時竜で托出ればよhと云い、時間の余裕

を与えてくれ、その上大変親切にオオハクチ

ヲクが1羽見える所へ連れていって、色々と

説明してくれた。ここのスズガモの数は日本

一であ少、又この鳥はアサリやハマダリの稚

貝を餌としているのだと聞き、これだけの鳥

がこれらの二枚貝を毎日たべると、その数の

多言を想像して、ノットする思いがした。

従って、カモは夜はどこかに餌なとりに行

き、昼間ここでたゞ休ん‾でいるだけでるる。

この干潟は1だ新しく水かき九hなので、集

tる鳥の種類は少いとのことであった。

帰途貢穿合の2倍へ上カ、入場者名簿に5

人の名前を記入して、其処中．ら又望遠鏡でス

メガモモ見たが、遠くて其の生態はよく見え

なかった。ここにはてだ臆付けの望遠鏡はな

かった。ここの管理者選局氏夫妻は毎日この

附近（御猟場と人口干潟）の野鳥の親夢をし

ておう、今日の記殻が次の通力、黒板に書い

てるった。○印は私選が見たものです。

鳥　名　　　数　　　鳥　名　　　数

カイ■ソブリ　　　5　　　ヨシガモ　　　1

ゴイサギ　　　2　　ヒドリガモ　11

0タイサギ　　　2　0オナガガモ　2■4

0コサギ　　　　7　0ハシビロガモ70

0ヵーオ∴クチョウ1　ホシハジ。1

カルガモ　　470

0コガモ　　　57

キンタロハソロ　7

セタロカモメ　　2

ユリカモメ　　d

キジバト　　　　8

ヒバリ　　　　　　2

0ハクセキレイ　　8

．ダヒバリ　　　　1

0トビ　　　　1

07オサキ　　　2

チョウグンポウ　1

0．スズガモ　　　4万

ヒヲト’リ　　　1

0モズ　　　　　5

－ツグミ　　　　15

ウグイス　　　1

セりカ　　　　　1

ホオノロ　　　　7

スズメ　　　22ロ

ムクドッ　　　1

オナガ　　　　　1

ハう′ホノガラス　1

コミ　ミズク　　5

以　上

いよいよ、アオバズクが帰ってくる季

箆となクました。我孫子には伺羽いるで

しょうか。今年正号とめてみたいと思っ

てお力ユす。

皆様からの情報を会長モでか知らせ下

言い。

一・・・5　－



△　清掃作美は楽しい

僻に続いて、今年も市役所商工課上♪依

頼をねこ．手賀沼公園ユタ手賀大橋盲で、葦原

の清掃作業を行ないでした。■1月29日上ク

作業にたすきわったメン′」は、昨年同様、

恵子、中村、荒井、大井、岡田、大串さんと

私の7名。今年は最初から天候に恵tれ出足

好調。仕事の贋序も覚えているし、農家育ち

の労働には骨身を惜し篭め人選。主1のすと作

業は、はかど少でした。

始める号では、寒さに買え、いざ仕事にか

かる■と、－一一一鎌一鎌打振ることに汗が体を流れ、

湯気さえたちでした。

昨年は、どこもゴミの山でしたが、今年は

若松地区の皆様方の御筋力があうtして、た

いへん節贋でした。今後も一層美化運動を推

進してほしいと思いtす。

最近の世相は、高度成長の影響をうけ、日

常生活にもくるいが生じて居カモす。公徳心

が欠け、利己主義が口走少、人に迷惑をかけ

ることが、何でもをhような時代になってお

りミサ。ゴミ、空缶、塵軍の吸殻など、とこ

ろか貰わず捨て放嵐。ゴミの中の生清であう

1す。他人を思い、■tわカを考えることも、

今一度大切なのではないでしょうか。

自分も社会の中の一旦であることを忘れて

はそらをいと思いtすっ

私達はこの様な間雷を真剣に考え、反省し、

美しい町にしたいものです。

その昔の手賀沼は、夕日に映える落雁、逆

盲富士と言われ、その風情のすぼらしさは、

我弟子の住民のみが味わえるものであクモし

た。　　　　　　　　　　　渡辺義雄

御　寄　付　金

50年度の初寄付金を次の方々から、

頂きでした。1寧ぐ御礼申し上げtす。

金　8，80（】円　新　妻　息　子　様

金　5，8ロ0円　上　野　成　久　横

金　100円　鈴■禾　暮せ志　積

金　5．000円　栄　　町‾　全　様

金　5，000円一yH王　　　　　様

金・－　800円　横　田　正　己　様

金1．280円　鈴　木　章　二　諾

金　4．808円　天　羽　　　武　積

金11∴755円　布佐中学蔭巨徒全　様

後　記

市川の行席人工干潟探鳥記で、三神さんは、

ススガモ4万羽が、二枚貝の稚貝をたべる畳1

奇想倍して、清かれたと多少1すが、それが

自然界のルールで、稚月は喰べられてこそ、

その種が保たれているようです。・管理人の産

屋さんは、スズガモ4万羽が滞留できる環境

が残っていることを云hたかったのではをい

かと思い‾王す。

丹沢山塊の中川温泉付近で、怪しい音がし

ていると、いうことをテレビで且tLたが、

憧昔の主壮トラツグミに間違いないせ思われ

tす。時々話題に薇も島です。本栖湖探鳥会

では、きっとよく鳴いてくれると思いtす。

ホタル池の水もぬるみ、夜にそると、幼虫

の光るものが、与えるよのことです。増殖は

原調の上うです。訊当の方々御菅労機です。

高橋記
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